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　「
子
ど
も
に
病
気
は
つ
き
も
の
」
。
そ
ん
な
時
に
も
行

き
届
い
た
取
り
組
み
が
。
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
は

市
内
に
5

カ
所
あ
り
、
病
院
と
連
携
し
て
い
る
。
子

ど
も
が
病
気
や
病
気
の
回
復
期
で
集
団
保
育
や
家
庭
で

の
保
育
が
難
し
い
場
合
で
も
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

場
が
松
戸
に
は
あ
る
。

　ま
た
、
23

時
ま
で
診
療
の
夜
間
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー

も
存
在
す
る
。
毎
日
18

時
〜

23

時
の
間
、
中
学
3

年

生
ま
で
を
対
象
に
、
初
期
内
科
系
疾
患
の
受
診
が
可
能

で
あ
り
、
市
内
の
小
児
科
医
や
小
児
の
診
療
に
慣
れ
た

医
師
が
対
応
し
て
く
れ
る
。
そ
の
場
で
薬
も
処
方
さ
れ

る
の
で
、
急
な
発
熱
な
ど
の
際
に
も
安
心
だ
。

　働
き
方
が
多
様
化
す
る
中
、
「
在
宅
勤
務
中
に
子
ど

も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
」
「
子
ど
も
の
見
え
る
場
所
で

落
ち
着
い
て
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
べ
く
、
託
児
機
能
付
き
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

を
市
内
主
要
駅
近
く
に
開
設
。
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
し
て
い
る
。

　ま
た
、
育
児
不
安
や
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
松
戸
市
。
3

歳
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
と

保
護
者
が
一
緒
に
利
用
で
き
る
室
内
の
遊
び
場
「
お
や

こ
D

E

広
場
」
な
ど
が
、
市
内
に
27

カ
所
。
「
子
育
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
相
談
員
が
常
駐
し
、

子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
子
育
て
相
談
の
場
と
し
て
も

利
用
で
き
る
。
さ
ら
に
、
親
世
帯
か
ら
の
育
児
サ
ポ
ー

ト
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
親
元
近
く
に
住
ま
い
を
取
得
す

る
際
に
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
補
助
金
制
度
も
あ
る
。

　仕
事
と
子
育
て
。
こ
れ
ら
を
両
立
さ
せ
た
い
誰
も
が

不
安
に
思
う
ひ
と
つ
が 

〝
待
機
児
童
問
題
〞
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
松
戸
市
で
は
、
こ
れ
を
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
2

0

2

1

年
4

月
に
6

年
連

続
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
。
達
成
で
き
た
理
由
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　ま
ず
、
市
内
に
は
保
育
所
（
園
）
66

園
、
幼
稚
園
36

園
、

認
定
こ
ど
も
園
11

園
、
小
規
模
保
育
施
設
が
1

0

3

園

あ
る
。
中
で
も
、
小
規
模
保
育
施
設
の
多
さ
に
注
目
し

た
い
。
待
機
児
童
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
、
0

歳

〜
2

歳
児
。
そ
の
児
童
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
た
め
、

小
規
模
保
育
施
設
の
整
備
を
進
め
、
整
備
数
は
千
葉

県
内
で
1

位
に
。
ま
た
、
そ
の
場
所
に
も
嬉
し
い
配

慮
が
。
市
内
23

駅
全
て
の
駅
前
・
駅
ナ
カ
に
設
置
し
、

毎
日
忙
し
い
子
育
て
家
庭
の
通
勤
利
便
性
に
も
配
慮
し

て
い
る
。

　ま
た
、
〝
働
い
て
い
て
も
幼
稚
園
〞
を
希
望
す
る
家

庭
に
も
嬉
し
い
サ
ポ
ー
ト
が
。
小
規
模
保
育
施
設
卒
園

後
、
そ
れ
ま
で
の
就
労
時
間
や
就
労
パ
タ
ー
ン
を
変
え

ず
に
、
幼
稚
園
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
仕

組
み
と
し
て
、
市
内
6

カ
所
の
駅
前
に
、
指
定
の
幼

稚
園
ま
で
子
ど
も
を
送
迎
す
る
「
送
迎
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
開
設
し
た
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
最
寄
り
駅

か
ら
徒
歩
5

分
以
内
と
利
便
性
が
良
く
、
通
勤
途
中

で
も
時
間
を
か
け
ず
に
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
併
せ
て
、
幼
稚
園
で
の
長
時
間
預
か
り
保
育
の
実

施
も
推
進
。
〝
働
い
て
い
て
も
幼
稚
園
〞
の
教
育
が
受

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

S P E C I A L  F E A T U R E

日
経
D
U
A
L
「

共
働
き
子
育
て
し
や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
0
」

総
合
編 
第
1
位
獲
得

「

や
さ
シ
テ
ィ
、
ま
つ
ど
。」
の
魅
力
に
迫
る
。

な
ぜ
、
松
戸
市
が

選
ば
れ
た
の
か
？

　「
子
ど
も
へ
の
投
資
は
未
来
へ
の
投
資
」
。
常
に
〝
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
す

る
〞
こ
と
を
考
え
、
子
ど
も
た
ち
が
「
松
戸
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
」
、
そ
し
て
、
み
ん
な
が

「
松
戸
に
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る
松
戸
市
。

　子
育
て
支
援
の
課
題
に
終
わ
り
は
な
い
が
、
現
在
の
よ
う
に
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
、
松
戸
市
は
今
日
も
子
育
て
支
援
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る

サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

保
育
環
境
の
充
実

　※
2

0

2

1

年
4

月
現
在

そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
支
援
が

病
気
に
な
っ
た
ら
…
と
い
う
不
安
に
も
寄
り
添
う

子育て世帯にも

「やさシティ、まつど。」の

魅力が溢れている。

松
戸
市
に
は
子
育
て
を
応
援
す
る

〝
や
さ
し
い
〞
サ
ポ
ー
ト
が
た
く
さ
ん
！

松戸市お知らせキャラクター・まつまつ
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配信元のクラス

アルファベットと音の関係を楽しく学ぶ「ジョリーフォニックス」。

松戸市では１年生から取り入れ、英語学習の基盤を作っている。

S P E C I A L  F E A T U R E
「やさシティ、まつど。」の魅力に迫る。

学校教育の先進的な取り組みを実施

注目せずにはいられない松戸市の教育とは?

日本語と英語両分野から学ぶ言語活用科

　「言語活用科※1」。聞き慣れないこの松戸市独自の教科

では、一体何を学ぶのか?小学1年生から中学3年生まで、

市内全校で一貫して行っているこの授業。日本語と英語両

分野からの学びを通して、論理的・批判的思考力やコミュ

ニケーション能力を身につける取り組みだ。小さい頃から言

葉の教育に触れることで、グローバル化する社会で活躍で

きる力を身につけていく。

※1文部科学省から市内全小中学校が教育課程特例校の指定を受け、

　「言語活用科」を設定

市の取り組み×学校独自の取り組み＝∞

　それぞれ独自の取り組みで特色のある教育活動を行っている

市内の公立小・中学校。例えば松戸市立根木内小学校では、松

戸市が市内全小・中学校で整備している高速大容量の通信環

境を活用し、低学年で進めている英語教育「ジョリーフォニック

ス」を中・高学年でも学べるように、校内でライブ配信。同じ市内

でも、それぞれの学校のアイデア次第で可能性は広がり、先進的

な授業へとつながっている。

　松戸市教育委員会は、家庭教育にも積極的に取り組んでいる。子どもの発達段階に合わせた「家庭教育学級」や「家

庭教育講座」などを開催。保護者同士が集まり、子育てや家庭教育について学んでいる。幼児の保護者向けには、東北

大学・川島隆太教授監修によるパンフレットと動画「まつどっ子 未来のために今」を制作。これから子育てをスタートする

方に役立つ情報も提供している。

誰もが安心して過ごせる学校のために

　松戸市では、全国でも類を見ない独自の「スクールソーシャルワーク事

業」を展開。現在11名のスクールソーシャルワーカー（SSWer）が、日々

子どもたちに寄り添いサポートしている。SSWerは、児童生徒や保護者

などから毎日の生活の中で起きる困りごとや悩みを聞き、どうすれば解

決できるかを一緒に考える福祉の専門職だ。学校や家庭・地域・行政等

と連携・協力して、解決に向けて取り組んでいる。

タブレットPC＝1人1台時代へ

　「ICT※2」の活用が日常となる時代を生きる子どもたち。早い時

期に情報活用能力を育むことも重要となっている。時には距離を

越えてつながる学習を、また、時には自身の学習に必要な情報

を収集する…ICTが、子どもたちの学びの姿も変えていく。誰一

人取り残すことなく、一人ひとりに合った学びができるよう、ICT

を活用した教育を進めている。

※2情報通信技術（Information and Communication Technology）

配信先のクラス

授業は録画され地区内の小・中

学校5校で共有。後で視聴した
り、教員の研修教材としても活用

が可能となっている。

POINT!

2組さんはどうですか?

教育と福祉・医療の連携

学校と家庭と地域をつなぐ

地 域

SSWer 児童生徒・保護者

教育委員会福 祉

市役所学 校

医 療

まつどっ子 未来のために今▶

いきいき子育て  ― 家庭教育から子どもが育つ ―

07 06



464

6

6

市立旭町小学校

市立
横須賀小学校

市立河原塚
小学校

市立貝の花小学校

市立柿ノ木台小学校

市立寒風台小学校

市立金ケ作小学校

市立栗ケ沢小学校

市立古ケ崎小学校

市立
幸谷小学校

市立根木内小学校

市立小金小学校

市立松ケ丘小学校

市立松飛台
第二小学校

市立上本郷小学校

市立上本郷
第二小学校 市立常盤平

第三小学校

市立常盤平
第二小学校

市立新松戸南小学校

市立大橋小学校

市立中部小学校

市立東部小学校

市立梨香台小学校

市立南部
小学校

市立馬橋小学校

市立馬橋北小学校

市立北部小学校

市立牧野原
小学校

市立矢切
小学校

市立六実小学校
市立六実
第三小学校

市立六実
第二小学校

市立和名ケ谷小学校

市立新松戸西小学校

市立松飛台
小学校

市立高木
第二小学校

市立常盤平第一小学校

市立高木小学校

市立八ケ崎
小学校

市立八ケ崎
第二小学校

市立稔台小学校

市立東松戸小学校

市立小金北
小学校

市立殿平賀小学校

松戸市役所

市立相模台
小学校

市立新松戸南中学校

市立旭町中学校

市立河原塚中学校

市立金ケ作
中学校

市立栗ケ沢
中学校

市立古ケ崎中学校

市立根木内中学校

市立小金南中学校

市立常盤平
中学校

市立第一
中学校

市立第三中学校

市立第四中学校

市立第二
中学校

市立和名ケ谷中学校

市立牧野原中学校

市立六実中学校

市立第五中学校

市立
小金中学校

市立小金北中学校

市立第六中学校

松戸運動公園

21世紀の森と広場

東京都立八柱霊園
市民会館

森の
ホール21

戸定邸

旧齋藤邸

総合福祉会館

市民交流会館

男女共同参画センター

市民劇場

和名ケ谷スポーツセンター

総合医療
センター

東松戸病院

東部支所（※）
矢切支所

新松戸支所
新松戸市民センター

馬橋支所

松戸市役所
竹ケ花別館

衛生会館

勤労会館

市立図書館 本館

子ども読書推進センター

中央保健
福祉センター

小金支所

小金北市民センター

小金市民センター

馬橋市民センター

古ケ崎市民センター

馬橋東市民センター

八ケ崎市民センター

五香市民センター

松飛台市民センター

八柱市民センター

稔台市民センター

明市民センター

小金原支所
小金原市民センター

二十世紀が丘
市民センター

東部市民センター

六実支所
六実市民センター

市立博物館

健康福祉会館

常盤平支所
常盤平市民センター

矢切駅

秋山駅

松飛台駅

松戸駅

上本郷駅

北松戸駅

馬橋駅

新松戸駅

幸谷駅

みのり台駅

松戸新田駅

北小金駅

八柱駅

新八柱駅

東松戸駅

常盤平駅

五香駅

元山駅

六実駅

小金城趾駅

北総鉄道北総線

JR常磐線

東京外環自動車道

JR常磐線

北総鉄道北総線

東武アーバンパークライン
新京成電鉄

JR武蔵野線

JR武蔵野線

流鉄流山線

松戸IC

新宿駅

品川駅

東京駅

羽田空港

埼玉県

東京都

千葉県

成田空港

最短56min

最短40min

最短33min

最短24min

最短53min

Point

都心・空港まで松戸駅から

1時間以内で行けるよ。

Point

松戸市内には約400の公園があって

自然が多く残されているんだよ。

Point

市内で運行している鉄道は

6路線23駅あって利便性が高いんだ。

Point

市民活動が盛んな松戸市には

市民センターがたくさんあるよ。

Point

松戸市内に公立小・中学校は

65校あるよ!

「やさシティ、まつど。」の魅力に迫る。

子 育 て C O L U M N

この笑顔を守りたい。優しさに包まれた、しあわせな子育ての日々。

松戸って
身近で便利な街

「やさシティ、まつど。」の魅力に迫る。

施設やインフラが

こんなに整備

されているんだね。

Point
Check!

　ある日の図書館。目を輝かせながら絵本の世界を楽しむ男の

子と、その姿を優しく見つめるご両親。微笑ましい休日のひと

コマだ。

　夫の転勤を機にこのファミリーが松戸市に転居してきたの

は、2018年。それは、お子さんの誕生と重なる時期だった。「親戚

も知人もいない、知らない土地へ引っ越して初めての育児をし

ていくことに不安があり、転居先を決めるにあたっては色々情

報を集めました」。その中でご夫妻は、松戸市には医療をはじめ

子育てに関わる様々な支援制度があり、保育や教育環境等も充

実していることを知った。さらに、子育て世代の満足度ランキン

グでの高評価も安心材料になり、松戸市を選んだそう。

　松戸市に来てからは、乳幼児とその保護者のための施設「お

やこDE広場」をよく利用するようになった。「スタッフやママさ

んたちと親しくなったり、助産師さんに育児相談ができる機会

もあり、初めての育児に対する不安感もやわらぎました」。パパ

サークルにも積極的に参加しており、「父親が育児に参画する大

切さを実感できる良い機会になっています」と充実した表情だ。

　お子さんも2歳になり、これまでを振り返ってご夫妻は「松戸

の人の温かさをたくさん感じています。一生懸命歩く息子に

『がんばれ！』と声をかけてくれたり、地域全体が温かい目で見

守ってくれていると感じます」と思いやりに感謝。安心して子

育てをするためには、親も子も穏やかな心でいられる場所と、

不安な時や困った時に手を差し伸べ寄り添ってくれる人や場

所が必要だ。ひとつのファミリーの幸せのかたちを通して、あ

らためて子育て環境の重要性を感じた。「これからは、松戸市の

豊かな自然と触れ合うために、息子とたくさん外遊びを楽しも

うと思います」と語るご両親。その真ん中で男の子が見せる満

面の笑みが、ひときわ輝いていた。

（※）東部支所は2021年12月に東松戸駅近くに移転予定

凡例

小学校 中学校 幼稚園 保育園

小規模
保育事業所

支所・市民
センター等

医療機関
戸定邸・
旧齋藤邸
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couples

MATSUDO

A G U R I  T A M A I

玉井  亜久里 さん

　2

人

が

出

会

っ

た

の

は

宮

古

島
。
友

人

と

ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
来
て
い
た
亜
久
里
さ
ん
と

カ
メ
ラ
が
趣
味
で
星
空
の
撮
影
に
来
て
い
た
瑞
穂
さ

ん
。
話
し
て
み
る
と
、
実
は
2

人
と
も
千
葉
県
民
で

同
じ
高
校
の
1

学
年
違
い
だ
っ
た
と
い
う
、
ド
ラ
マ

の
よ
う
な
展
開
が
始
ま
り
だ
っ
た
。

　2
人
が
結
婚
し
た
の
は
2

0

2

1

年
5

月
。
当

初
は
勤
務
先
が
あ
る
都
内
に
住
ま
い
を
探
し
た
が
、

色
々
検
討
す
る
う
ち
に
「
や
っ
ぱ
り
松
戸
が
い
い
ね
」

と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
交
通
の
利
便
性
。

電
車
の
路
線
も
多
く
都
内
へ
の
通
勤
が
ス
ム
ー
ズ
な

こ
と
、
そ
れ
に
、
高
速
道
路
も
通
っ
て
い
る
か
ら
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
に
も
行
き
や
す
い
。
旅
行
好
き
な
2

人

に
と
っ
て
、
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
が
近
い
こ
と
も

都
合
が
い
い
。

　2
つ
目
の
理
由
は
子
育
て
環
境
。
「
松
戸
市
は
共

働
き
の
子
育
て
支
援
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
待
機

児
童
も
ゼ
ロ
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
私
も
看
護
師
の
仕

事
は
一
生
続
け
た
い
の
で
、
松
戸
市
の
子
育
て
環
境

に
は
期
待
し
て
い
ま
す
」
。
「
松
戸
市
に
は
身
近
に
豊

か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
僕
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
土

や
水
、
草
や
生
き
物
と
触
れ
合
っ
て
き
た
の
で
、
子

ど
も
が
で
き
た
ら
一
緒
に
遊
び
た
い
で
す
ね
」
。

　東
京
で
働
く
〝
オ
ン
〞
と
松
戸
で
く
つ
ろ
ぐ
〝
オ

フ
〞
の
切
り
替
え
を
大
切
に
す
る
暮
ら
し
方
。
そ
れ

が
2

人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
だ
。
「
明
る
く
元
気
に
！

そ
し
て
豊
か
な
心
を
育
め
る
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
」
と
爽
や
か
な
亜
久
里
さ
ん
と
瑞
穂
さ
ん
。

若
い
世
代
が
明
る
い
雰
囲
気
の
街
を
つ
く
り
、
そ
こ

に
人
が
集
ま
る
。
新
し
い
松
戸
の
都
合
の
い
い
暮
ら

し
に
、
2

人
は
溶
け
込
ん
で
い
る
。

こ
の
人
と
、
こ
の
街
で
生
き
て
い
く
。

未
来
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
く
。

そ
れ
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
。

だ
か
ら
、
様
々
な
背
景
を
も
つ

4

組
の
カ
ッ
プ
ル
に
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

松
戸
市
で
暮
ら
す
理
由
は
？

こ
の
街
の
魅
力
っ
て
？

見
え
て
き
た
松
戸
市
が
愛
さ
れ
る
理
由
。

そ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ

幸
せ
の
か
た
ち
が
あ
っ
た
。

松

戸

に

住

み

東

京

で

働

く

。

こ

れ

が

2

人

の

ニ

ュ

ー

ス

テ

ー

タ

ス

。

カ

ッ

プ

ル

に

聞

く

、

松

戸

の

魅

力

。

1990年生まれ。松戸市出身。

公務員として都内に勤務。

高校時代は野球部で活躍、今もスポーツや

キャンプを楽しむアウトドア派。休日は近隣

のキャンプ場や「21世紀の森と広場」で自

然と触れ合っている。

M I Z U H O  T A M A I

玉井  瑞穂 さん

1991年生まれ。習志野市出身。

看護師として都内に勤務。

江戸川の河川敷でピクニックをする身近な

外出から海外旅行まで、様々な楽しみを見

つけながら、仕事と癒しの理想的なバラン

スを実現。

MATSUDO

couples♥01
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　ぐ
っ
さ
ん
と
し
ゅ
う
さ
ん
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
が
あ
る
こ
と
が
松
戸
市
に
住
み
続
け
る

理
由
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
私
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
制
度
の
意
味
は
と
て
も

大
き
い
で
す
。
少
し
重
い
言
い
方
で
す
が
、
命
綱
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
。
そ
う
語
る
の
に
は
理

由
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
外
出
先
で
突
然
体
調
を
崩

し
た
し
ゅ
う
さ
ん
が
救
急
車
で
運
ば
れ
た
。
し
か
し
、

家
族
で
は
な
い
ぐ
っ
さ
ん
は
、
ど
こ
の
病
院
に
運
ば

れ
た
か
教
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
こ
の

制
度
が
で
き
た
こ
と
で
、
万
一
の
時
も
松
戸
市
内
の

病
院
か
ら
も
連
絡
を
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
し
、
他

に
も
夫
婦
や
家
族
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
市
が
認
め
て
く

れ
る
制
度
が
あ
る
こ
と
は
、
大
き
な
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」「
さ
ら
に
今
後
、
こ
の
制
度
が
友
人
・

知
人
と
の
間
で
も
適
用
さ
れ
る
も
の
に
な
れ
ば
、
一

人
暮
ら
し
の
人
も
安
心
だ
と
思
う
の
で
、
将
来
的
に

は
活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
証
明
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
。

　あ
た
た
か
な
人
情
が
今
も
残
る
松
戸
市
で
、
数
々

の
思
い
や
り
に
触
れ
て
き
た
と
い
う
2

人
。
「
こ
こ

は
人
間
同
士
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
街
で
す

ね
」
と
柔
和
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

多

様

性

を

認

め

合

う

新

し

い

感

覚

と

人

情

が

共

存

す

る

街

。

都

会

的

な

部

分

と

自

然

環

境

の

バ

ラ

ン

ス

が

心

地

い

い

。

D E K U

で  く さん  

1990年生まれ。千葉県出身。

都内に勤務する会社員。

松戸の豊かな自然が好きで、「本土寺（ほん

どじ）」の紫陽花や桜の季節の散策などを

楽しんでいる。

E I T O

エイト さん  

1990年生まれ。千葉県出身。

都内に勤務する会社員。

最近市内にオープンしたショッピングモー

ルにできた映画館がお気に入り。「音響が

いいんですよ」と話す映画好き。

　松
戸
市
は
、
性
別
を
問
わ
ず
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
関
係
に
あ
る
2

人
の
思
い
を
尊
重
し
、
多
様

性
を
認
め
合
い
共
生
す
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
2

0

2

0

年
11

月
か
ら
「
松
戸
市
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
制
度
で
変
わ
っ
た
こ
と
と
は
何
か
、
2

組
の

カ
ッ
プ
ル
に
聞
い
て
み
た
。

　で
く
さ
ん
の
転
職
な
ど
を
機
に
ル
ー
ム
シ
ェ
ア

を
始
め
た
2

人
。
住
ま
い
を
松
戸
市
に
決
め
た
理

由
は
「
都
心
に
近
い
の
に
比
較
的
家
賃
が
抑
え
ら

れ
、
ア
ク
セ
ス
も
良
く
て
暮
ら
し
や
す
い
」
か
ら
。

　都
会
的
な
発
展
を
す
る
一
方
で
、
市
内
の
あ
ち

こ
ち
に
豊
か
な
自
然
環
境
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も

松
戸
市
の
魅
力
だ
。
2

人
は
「
松
戸
は
都
心
に
近

く
便
利
な
半
面
、
お
気
に
入
り
の
散
歩
コ
ー
ス
も

あ
っ
て
、
都
会
的
な
所
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
所
の

バ
ラ
ン
ス
が
い
い
」
と
言
う
。

　「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
が
あ
る
こ
と

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
心
強
い
で
す
。
こ
の
制
度

が
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
、
ま
た
ひ
と
つ
先
に
進
め

た
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
法
律
婚
で
は
な

い
で
す
が
、
家
族
や
友
人
に
『
結
婚
し
た
よ
』
と

言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
エ
イ
ト
さ
ん
。

子
ど
も
の
頃
に
自
分
自
身
が
性
的
少
数
者
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
。
周
囲
に
話
す
と
、
病
気
で
も
な
い

の
に
「
い
ず
れ
治
る
よ
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
自
身
が
悩
ん
だ
経
験
を
踏
ま
え
「
こ
の

よ
う
な
制
度
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
L

G

B

T

Q

に
つ
い
て
の
認
識
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
、
こ
れ
か
ら
多
様
性
の
時
代
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
も
思
い
を
寄
せ
た
。

MATSUDO

couples♥02
G U S S A N

ぐっさん

1985年生まれ。千葉県外出身。

千葉県内に勤務する会社員。

アットホームなお店で人の優しさに触れた

り、日々の暮らしの中に楽しみを見つける、

松戸で過ごすゆとりある時間が好き。

S H U

しゅう さん  

1988年生まれ。千葉県外出身。

千葉県内に勤務する会社員。

令和らしい新しさの中に、昭和っぽい雰囲

気がある松戸が好き。昔ながらの小さなお

店を見つけるのも楽しみ。

MATSUDO

couples♥03

　『
松
戸
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
』

　パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
に
あ
る
方
々
の
宣
誓
を
市

が
尊
重
し
、
宣
誓
証
明
書
や
宣
誓
証
明
カ
ー
ド
を
交
付

し
て
公
的
に
証
明
す
る
も
の
。
法
的
な
効
力
は
生
じ
な

い
が
、
L

G

B

T

Q

な
ど
性
的
少
数
者
や
事
実
婚
の
方
々

が
感
じ
て
い
る
生
き
づ
ら
さ
の
軽
減
・
解
消
と
、
自
分

ら
し
く
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
応
援
し
、

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
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気

持

ち

が

ほ

っ

と

す

る

、

あ

た

た

か

な

つ

な

が

り

が

あ

る

。

だから、ひろがる

だから、つながる

だから、たのしい

だから、やさしい

地域のために何かしたいけど、何をどうしたらいいのかな？どこに相談したらいいんだ

ろう？そんな時に寄り添ってくれるのが「まつど市民活動サポートセンター」。様 な々情

報を教えてくれたり、同じ目標を持っている人と人をつなげてくれたり…。自分がやりた

いことをどう実現できるか、同センターは、その答えを見つける手助けをしてくれる。

H I D E O  H O R I I

堀井  英夫 さん

1954年生まれ。松戸市出身。

コミュニティカフェ「ChoshiYa」オーナー。

前職はコンピューター関連の専門職だが、

歴史にも造詣が深く「金ケ作歴史同好会」

の活動を通して地域の魅力を発信している。

M I N A K O  H O R I I

堀井  美奈子 さん

1959年生まれ。松戸市出身。

「ほっとする街を考える会Kinari」代表。

高齢者福祉の仕事を続けながら、週末は

「ほっとカフェ」を運営。「誰も来なくても必

ず開けています」と寄り添う気持ちをいつ

も大切にしている。

　人
と
人
が
緩
や
か
に
つ
な
が
る
居
場
所
づ
く
り
の

た
め
に
、
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
ご
夫
妻
は
「
地
域

の
縁
側
み
た
い
な
事
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と

優
し
い
笑
顔
を
見
せ
る
。
英
夫
さ
ん
の
定
年
を
機
に

2

0

1

7

年
よ
り
地
域
貢
献
を
し
た
い
と
始
め
た

の
が
、
地
域
の
市
民
活
動
な
ど
の
拠
点
を
レ
ン
タ
ル

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
「C

h
o
s
h
iY
a

」
。
そ
し
て
誰
も
が
自
分
ら
し
く
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
街
を
目
指
し
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
と
し
て
美
奈
子
さ
ん

が
始
め
た
の
が
、
拠
点
づ
く
り
に
貢
献
す
る
市
民
活

動
「
ほ
っ
と
す
る
街
を
考
え
る
会K

in
a
ri

」
だ
。

　松
戸
市
で
は
、
市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
様
々

な
事
業
が
展
開
さ
れ
、
講
座
な
ど
も
充
実
し
助
成
金

の
制
度
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
初
の
一
歩
が
踏
み
出

し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
ご
夫
妻
も
「
ま
つ

ど
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用
し
て
活

動
を
開
始
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
仕
事
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
と
は
ま
た
違
う
交
流
が
生
ま
れ
た
り
、

地
域
の
自
然
や
歴
史
の
魅
力
を
広
く
発
信
で
き
る
機

会
が
増
え
た
こ
と
も
喜
び
で
あ
り
、
様
々
な
場
面
で

日
々
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　「
年
齢
や
職
種
も
違
う
多
様
な
人
が
集
い
、
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人

も
新
し
く
こ
の
地
に
来
た
人
も
、
若
者
も
お
年
寄
り

も
み
ん
な
が
つ
な
が
り
〝
お
た
が
い
さ
ま
〞
の
思
い

で
助
け
合
え
る
環
境
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
今
後
の
活
動
に
も
意
欲
的
だ
。
松
戸
市
が
誰
も
が

生
き
が
い
を
持
ち
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
街
で
あ
る
理
由
は
、
こ
う
し
た
豊
か
な
人
間
関
係

が
築
け
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

MATSUDO

couples♥04
松
戸
で
見
つ
け
る
「
生
き
が
い
」
、
松
戸
だ
か
ら
で
き
る
「
や
り
が
い
」

「まつど市民活動サポートセンター」で

地域のために何かしたい！人をサポート・応援

まつど市民活動

サポートセンター

市民活動団体や事業者の発想や手法を活かし、提案者と市が事業の企画から実施までを

協力して行うモデル事業を毎年募集している。それが、松戸市の協働事業提案制度だ。

事業提案制度により松戸市と協働でやりたいことを実現！

「松戸市協働事業提案制度」で可能性が広がる

自分が暮らす街をより暮らしやすい場所にするため、かつての経験やスキルを活か

して地域で活躍していくきっかけを見つける「まつど地域活躍塾」。受講のきっかけ

は様々。同塾のOB・OGは、市内の団体などで活躍の場を広げている。地域で活

動することで新たなつながりができたり、自身の興味・関心を深めたり…。人生100

年時代と言われる今、“第2・第3の人生”のきっかけづくりに役立っている。自分の

街をより良くするために活躍する場所やそのためのサポートが充実する街。いくつ

になっても自身が輝ける場が、松戸にはある。

「まつど地域活躍塾」で出会った仲間と一緒にまちづくり

まつど地域活躍塾

「まつどのこもりかた。編集部」と共に盛り上げる

まつどのこもりかた。

協働のまちづくり

Twitter

松戸市協働事業

提案制度

若者目線でHPやSNSに松戸の魅力を

発信し続ける「まつどのこもりかた。編

集部」。松戸愛の強い編集部の若者が

立ち上げたWebサイト「まつどのこもり

かた。」では、松戸にゆかりのある女性

をモデルに、1人でもフラッと入れる市

内のおしゃれなお店などを紹介。地元

の人 と々の触れ合いやトークを通じて、

松戸に暮らす人のあたたかさや地域の

つながり、住みやすさが感じられるサイ

トになっている。

「まつどのこもりかた。編集部」と松戸市

シティプロモーション担当室が協働して

松戸が暮らしやすい街であることをPR

するとともに、コロナ禍でも松戸を支え

続けるお店などを応援し、豊かで活力

のある街の実現を目指し、今日も活動し

ている。

芽るるちゃん

やりたいことを実現するための制度も充実。

市民活動への助成金もあり、やる気を後押し！

困った時は、まずサポセンに！

芽でるくん
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　松戸市の玄関口である松戸駅は、古くは水戸街道の宿場町

として栄え、近年では東京のベッドタウンとして多くの若い世代

や子育て世代でにぎわっている。改修が続く松戸駅のペデスト

リアンデッキは、洗練された都市のイメージが広がる一方、少し

歩くと、神社や歴史の流れを感じさせる建物、江戸川の土手な

ど、レトロな街並みが続く。新旧の魅力が入り混じるこの街で、

おしゃれな街に生まれ変わるための動きが続いている。

M a t s u d o ｜ C re a t i v e  C i t y  P ro j e c t

個性が光るクリエイティブな街
～官民連携による取り組み～

　
松
戸
市
で
は
、
2

0

1

8

年
に
「
お
し
ゃ
れ

な
街
ま
つ
ど
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、
翌
年
に

は
松
戸
を
舞
台
に
活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
会
社

と
と
も
に
、
松
戸
な
ら
で
は
の
〝
お
し
ゃ
れ
な
街
〞

を
目
指
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
調
査
・
研
究
す

る
勉
強
会
を
始
動
し
た
。
こ
の
勉
強
会
に
は
、
松

戸
駅
周
辺
で
活
躍
す
る
若
き
店
舗
経
営
者
達
も
集

ま
っ
た
。
4.5

坪
の
立
ち
飲
み
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ル
、

床
屋
の
2

F

を
D

I

Y

で
改
装
し
た
ベ
ー
グ
ル

店
、
創
業
75

年
の
老
舗
ス
ポ
ー
ツ
店
、
明
治
時

代

か

ら

ル

ー

ツ

を

持

つ

日

用

品

セ

レ

ク

ト

シ
ョ
ッ
プ
…
、
い
ず
れ
も
若
い
層
を
中
心
に
話

題
の
店
舗
で
、
店
主
達
は
自
分
た
ち
の
活
動
と

事
業
に
よ
っ
て
松
戸
を
お
も
し
ろ
く
さ
せ
た
い

と
い
う
思
い
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
活
動
が
制
限

さ
れ
る
中
、
各
店
舗
共
通
デ
ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
成
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
グ
ッ
ズ
の
開
発
や
商
品
の
取
り

扱
い
の
連
携
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
は
途
切
れ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
。
離
れ
た
店
舗
同
士
で
も
共
に

活
動
で
き
る
仕
組
み
を
確
立
す
べ
く
市
と
協
議

を
進
め
た
結
果
、
2

0

2

1

年
に
は
、
「
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
型
商
店
会
『
M

i

s

m

』
」
の
立
ち

上
げ
に
成
功
し
た
。
若
き
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
る

出
店
は
こ
の
商
店
会
に
限
ら
ず
、
市
内
全
域
に
及

ん
で
お
り
、
市
で
も
こ
う
し
た
出
店
に
補
助
金
を

出
す
な
ど
、
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　
モ
ノ
や
情
報
に
あ
ふ
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

店
主
独
自
の
こ
だ
わ
り
や
思
い
が
人
々
を
魅
了

す
る
。
松
戸
が
考
え
る
お
し
ゃ
れ
な
街
と
は
、〝
自

分
な
り
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
利
活
用
す
る
〞

と
い
う
人
々
の
生
き
方
そ
の
も
の
で
あ
り
、
松

戸
が
大
事
に
し
て
き
た
人
と
人
と
の
絆
や
新
し

い
文
化
を
受
け
入
れ
る
寛
容
性
が
あ
る
か
ら
こ

そ
花
開
く
、
松
戸
独
自
の
文
化
で
あ
る
。
若
き

ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
活
躍
で
、
〝
個
性
が
光
る 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
街
ま
つ
ど
〞
へ
進
化
が
続

い
て
い
る
。

M a t s u d o ｜ C re a t i v e  C i t y  P ro j e c t
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【
ね
ぎ
】 

ね
ぎ 

﹇
特
産
品
﹈

全
国
有
数
の
ね
ぎ
の
生
産
地
で
あ
る
松
戸

市
。
矢
切
地
区
で
地
域
団
体
商
標
を
取
得

し
た「
矢
切
ね
ぎ
」
、
小
金
地
区
の「
あ
じ
さ

い
ね
ぎ
」が
有
名
。
矢
切
ね
ぎ
は
高
級
品
と

し
て
多
く
の
料
理
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

地
元
で
は
、
ね
ぎ
を
扱
っ
た
絶
品
の
食
品

も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

【
パ
ン
の
街
】 

ぱ
ん
の
ま
ち 

﹇
特
色
﹈

市
内
を
歩
い
て
い
る
と
、い
た
る
と
こ
ろ
に

パ
ン
屋
が
あ
る
の
も
松
戸
で
は
当
た
り
前

の
光
景
。
生
活
に
寄
り
添
っ
た
パ
ン
屋
や

人
気
店
も
多
い
。

【
文
化
・
芸
術
活
動
が
盛
ん
な
街
】
ぶ
ん

か
・
げ
い
じ
ゅ
つ
か
つ
ど
う
が
・
さ
か
ん
な
ま
ち 

﹇
特
色
﹈

松
戸
は
幼
少
期
か
ら
活
躍
で
き
る
場
が

多
い
。
市
立
小
金
中
学
校
科
学
部
は
ロ
ボ

カ
ッ
プ
世
界
大
会
出
場
・
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
部

門
1
位
、
県
立
松
戸
高
校
演
劇
部
は
全
国

大
会
出
場
経
験
あ
り
。
市
内
中
学
・
高
校

の
吹
奏
楽
部
や
合
唱
部
は
全
国
大
会
で

金
賞
や
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
る
。
中
に
は
澄
ん

だ
歌
声
と
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
紅
白
歌

合
戦
の
コ
ー
ラ
ス
に
出
演
し
た
学
校
も
！

【
本
土
寺
】 

ほ
ん
ど
じ 

﹇
名
所
﹈

別
名
「
あ
じ
さ
い
寺
」
と
言
わ
れ
る
日
蓮
宗

の
名
刹
。
例
年
梅
雨
の
時
期
に
は
5
万
本

の
あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
り
、
各
地
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
名
所
。
同
じ
く
初
夏
の
花

菖
蒲
や
秋
の
紅
葉
も
見
事
。

【
松
戸
さ
ん
】 

ま
つ
ど
・
さ
ん 

﹇
人
物
﹈

千
葉
県
松
戸
市
在
住
49

歳
の
会
社
員
、ま

つ
ど
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
松
戸
さ
ん
」
。

住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て
良
し
の
大
好
き
な

「
松
戸
」
を
顔
全
体
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。〝
み
ん
な
を
笑
顔
に
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

イ
ベ
ン
ト
や
S
N
S
で
活
動
中
。

【
松
戸
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
】 

ま
つ

ど
し
・
し
ょ
う
ね
ん
し
ょ
う
じ
ょ
・
は
つ
め
い
く
ら
ぶ 

﹇
活
動
﹈

1
9
8
3
年
に
発
足
。
新
松
戸
を
拠
点
に

小
学
3
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
児
童
・

生
徒
が
工
作
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
い
る
。
海

外
の
大
会
へ
の
出
場
実
績
や
も
の
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
（
全
国
大
会
）で
10

年
連
続
出
場
等
の
実
績
を
持
つ
。

【
マ
ツ
ド
ド
ン
】 

ま
つ
ど
・
ど
ん 

﹇
怪
獣
﹈

謎
の
水
生
怪
獣
「
マ
ツ
ド
ド
ン
」
。
1
9
7
2

年
、
市
付
近
の
江
戸
川
で
未
確
認
生
物
が

目
撃
さ
れ
、マ
ツ
ド
ド
ン
伝
説
が
始
ま
る
。

頭
が
丸
く
、ヌ
メ
っ
と
し
た
体
を
し
、ヒ
ゲ

と
２
本
の
牙
が
生
え
、
可
愛
ら
し
い
姿
を

し
て
い
る
と
い
う
。こ
の
特
徴
、
あ
の
動
物

に
似
て
い
る
と
い
う
噂
あ
り
。

【
松
戸
ナ
ン
バ
ー
（
自
動
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
）
】 

ま
つ
ど
・
な
ん
ば
ー 

﹇
特
色
﹈

2
0
2
0
年
5
月
か
ら
図
柄
入
り
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
を
導
入
。
松
戸
の
代
表
的
な

観
光
名
所
で
あ
る
、
さ
く
ら
通
り
の
「
さ

く
ら
」
、
本
土
寺
の「
あ
じ
さ
い
」
、「
矢
切
の

渡
し
」
が
入
っ
た
松
戸
市
の
自
然
や
風
景

の
魅
力
が
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
。

【
野
球
と
ソ
フ
ト
が
盛
ん
な
街
】 

や
き
ゅ
う

と
・
そ
ふ
と
が
・
さ
か
ん
な
・
ま
ち 

﹇
特
色
﹈

専
修
大
学
松
戸
高
校
が
2
0
1
5
年
夏
、

2
0
2
1
年
春
・
夏
連
続
で
甲
子
園
に
出

場
。
定
時
制
の
軟
式
野
球
で
は
、
県
立
松

戸
南
高
校
が
2
0
2
1
年
初
の
全
国
大
会

へ
、
松
戸
市
立
第
四
中
学
校
が
2
0
2
1

年
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
全
国
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
、
と
に
か
く
野
球
が

盛
ん
な
街
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
県
内
随
一

の
競
技
力
を
誇
り
、
特
に
小
学
生
は
毎
年

の
よ
う
に
全
国
大
会
に
出
場
。
野
球
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
身
近
な
環
境
か
ら
、
松
戸

市
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
多
く
輩
出
さ

れ
て
い
る
。

【
流
鉄
流
山
線
】
り
ゅ
う
て
つ
・
な
が
れ
や
ま
せ
ん 

﹇
鉄
道
﹈

２
両
編
成
、
全
６
駅
の
レ
ト
ロ
な
列
車
。
１

本
１
本
違
う
カ
ラ
フ
ル
な
車
体
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
愛
称
が
あ
る
。ピ
ン
ク
の「
さ
く
ら
」

号
に
は
ハ
ー
ト
の
つ
り
革
が
。
現
在
で
も
切

符
の
み
の
昔
懐
か
し
い
ロ
ー
カ
ル
線
で
、
本

誌
の
表
紙
に
も
な
っ
て
い
る
。

【
学
校
給
食
選
択
制
（
公
立
中
学
校
）
】
が
っ
こ

う
・
き
ゅ
う
し
ょ
く
・
せ
ん
た
く
せ
い﹇
特
色
﹈

1
日
毎
に
主
食
が
パ
ン
ま
た
は
麺
の
A
メ

ニ
ュ
ー
、
米
飯
の
B
メ
ニ
ュ
ー
、
弁
当
持
参

か
ら
の
選
択
制
が
魅
力
。
給
食
が
選
べ
る

な
ん
て
、な
か
な
か
な
い
!?

完
全
自
校
調
理

方
式
に
よ
り
、
市
内
の
全
校
で
作
り
た
て
の

温
か
い
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
の
も
自
慢
。

【
学
校
選
択
制
】
が
っ
こ
う
・
せ
ん
た
く
せ
い﹇
特
色
﹈

入
学
す
る
小
・
中
学
校
が
選
べ
る
「
学
校

選
択
制
」
。
市
内
に
は
45

の
公
立
小
学
校

と
20

の
公
立
中
学
校
が
あ
り
、
指
定
校
学

区
に
隣
接
し
た
徒
歩
で
通
学
で
き
る
範

囲
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（
抽
選
の
場
合

あ
り
）
。

【
カ
ヌ
ー
大
会
】 

か
ぬ
ー
・
た
い
か
い 
﹇
行
事
﹈

松
戸
市
の
江
戸
川
で
毎
年
1
月
第
2
日

曜
日
に
行
わ
れ
る
、
早
春
江
戸
川
の
風
物

詩
。
千
葉
県
カ
ヌ
ー
協
会
主
催
の
カ
ヌ
ー

競
技
大
会
「
千
葉
県
知
事
杯
争
奪
ク
ラ
ブ

対
抗
カ
ヌ
ー
競
技
大
会
」
は
、
日
本
で
年

明
け
最
初
に
行
わ
れ
る
リ
バ
ー
レ
ー
ス
で
、

カ
ラ
フ
ル
な
カ
ヌ
ー
が
川
幅
い
っ
ぱ
い
に
並

ぶ
一
斉
ス
タ
ー
ト
は
圧
巻
。

【
さ
く
ら
ま
つ
り
】 

さ
く
ら
・
ま
つ
り 
﹇
行
事
﹈

常
盤
平
・
八
柱
・
六
実
・
国
分
川
な
ど
、
市

内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
。
松
戸
市

で
育
っ
た
子
ど
も
は
必
ず
行
く
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
中
で
も
常
盤
平
さ
く

ら
通
り
は
、「
日
本
の
道
1
0
0
選
」に
選

ば
れ
て
お
り
、
通
り
沿
い
に
鮮
や
か
に
咲
く

桜
は
必
見
。

【
す
ぐ
や
る
課
】 

す
ぐ
や
る
・
か 

﹇
特
色
﹈

す
ぐ
や
る
課
の
発
足
当
初
か
ら
の
理
念
は

「
す
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

す
ぐ
や
り
得
る
も
の
は
、
す
ぐ
に
や
り
ま

す
」
。
1
9
6
9
年
10

月
に
発
足
し
、以
来

全
国
初
の
す
ぐ
や
る
課
と
し
て
、
現
在
も

活
動
し
松
戸
市
の
誇
る
べ
き
伝
統
と
し
て

継
承
さ
れ
て
い
る
。

【
千
葉
大
学
園
芸
学
部
】 

ち
ば
だ
い
が
く
・
え
ん

げ
い
・
が
く
ぶ 

﹇
施
設
﹈

国
内
初
の
園
芸
学
部
で
、
現
在
国
内
唯
一

の
園
芸
学
部
。
敷
地
内
に
は
３
つ
の
様
式

（
イ
タ
リ
ア
式
、
フ
ラ
ン
ス
式
、
イ
ギ
リ
ス

式
）の
庭
園
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
庭
園
に

は
四
季
折
々
の
植
物
が
植
え
ら
れ
、
見
学

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

【
中
学
ジ
ャ
ー
ジ
生
活
】
ち
ゅ
う
が
く
・
じ
ゃ
ー

じ
・
せ
い
か
つ 

﹇
特
色
﹈

市
内
の
公
立
中
学
校
で
は
、
制
服
で
登
校

後
、
校
内
服
（
ジ
ャ
ー
ジ
）に
着
替
え
て
過

ご
し
、
下
校
前
に
制
服
に
着
替
え
帰
宅
す

る
。
学
校
ご
と
に
ジ
ャ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
が

違
い
、こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ
た
ジ
ャ
ー
ジ
を

見
比
べ
る
の
も
楽
し
い
。

【
仁
王
様
の
股
く
ぐ
り
】
に
お
う
さ
ま
の
・
ま

た
く
ぐ
り 
﹇
行
事
﹈

運
慶
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
、
国
重
要
文
化

財
指
定
・
木
造
金
剛
力
士
立
像
の
股
の
間

を
く
ぐ
る
と
無
病
息
災
が
約
束
さ
れ
る
と

い
う
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
。

松
戸
市
馬
橋
に
あ
る
萬
満
寺
の「
不
動
尊

大
祭
」で
行
わ
れ
る
。

【
21
世
紀
の
森
と
広
場
】
に
じ
ゅ
う
い
っ
せ
い
き

の
・
も
り
と
ひ
ろ
ば 

﹇
施
設
﹈

東
京
ド
ー
ム
約
11

個
分
の
広
さ
を
持
つ
緑

豊
か
な
公
園
内
で
は
、
山
・
林
・
池
な
ど

様
々
な
自
然
に
触
れ
合
え
る
。
2
0
2
1

年
7
月
に
は
、
新
た
な
遊
び
空
間
「
あ
そ
び

の
す
み
か
」が
オ
ー
プ
ン
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の

3
つ
の
大
型
遊
具
が
子
供
た
ち
の
注
目
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

【
二
十
世
紀
梨
】
に
じ
っ
せ
い
き
・
な
し 

﹇
特
産
品
﹈

日
本
全
国
１
位
の
梨
の
生
産
量
を
誇
る

千
葉
県
。
そ
の
中
で
も
、「
二
十
世
紀
梨
」

を
生
ん
だ
の
が
松
戸
市
。
1
8
8
8
年
に

偶
然
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
歴
史

が
始
ま
っ
た
。
黄
緑
色
の
二
十
世
紀
梨
は
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
爽
や
か
な
味
わ
い
と
シ
ャ
リ

シ
ャ
リ
し
た
食
感
が
特
長
。

松
戸
自
慢

百
科
事
典

﹇
第
一
版
﹈

令和版
Aメニュー

Bメニュー

矢切ねぎ

あじさい
ねぎ

市民の

皆さんから

“松戸の自慢”を

募集したよ。
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東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
参
加
国
と

相
互
交
流
を
図
る
自
治
体
と
し
て
「
ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
」
と
「
ル
ー
マ
ニ
ア
」
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
て
い
る
松

戸
市
は
、
様
々
な
分
野
で
両
国
と
交
流

を
深
め
て
き
た
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
、

東
京
2
0
2
0
大
会
に
向
け
て
ド
ミ
ニ

カ
共
和
国
は
テ
コ
ン
ド
ー
、
ル
ー
マ
ニ

ア
は
陸
上
競
技
の
選
手
・
関
係
者
総
勢

15
名
（
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
6
名
・
ル
ー

マ
ニ
ア
9
名
）
が
松
戸
市
を
訪
れ
、
市

内
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

　
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
テ
コ
ン
ド
ー
選
手

団
は
、
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
で
4
日

間
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
日
本
の
気

候
や
時
差
に
体
を
慣
ら
し
な
が
ら
徐
々

に
強
度
を
上
げ
、
本
番
に
向
け
た
最
終

調
整
が
行
わ
れ
た
。

　
ル
ー
マ
ニ
ア
選
手
団
は
、
走
幅
跳
・

や
り
投
げ
・
砲
丸
投
げ
・
競
歩
の
選
手

が
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
や
柿
ノ
木
台

公
園
体
育
館
・
ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
・

21
世
紀
の
森
と
広
場
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
調
整
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
16
日
間
に

わ
た
り
行
い
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
か
ら
の

お
も
て
な
し
と
し
て
、
感
染
症
対
策
を

施
し
た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
選
手
・
関
係
者
の
行
動

制
限
や
感
染
症
対
策
な
ど
厳
し
い
制
約

の
中
、
両
国
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
松
戸

市
長
や
市
内
学
生
、
在
日
各
国
の
大
使

や
大
使
秘
書
な
ど
と
交
流
し
、
互
い
に

エ
ー
ル
を
送
り
合
っ
た
。

髙田 千明 選手
陸上女子走幅跳（T11）

聖徳大学 客員教授

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・
松
戸
市

　
7
月
3
日
、
松
戸
中
央
公
園
で
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
ト
ー
チ
キ
ス
や
最
終

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
行
予
定
だ
っ
た

ハ
ッ
サ
ン
・
ナ
ワ
ー
ル
さ
ん
（
松
戸
市

立
第
五
中
学
校
卒
）
が
ス
テ
ー
ジ
上
の

聖
火
皿
に
聖
火
を
灯
す
点
灯
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　
ハ
ッ
サ
ン
さ
ん
は
中
学
3
年
生
だ
っ

た
2
年
前
、
全
国
大
会
で
1
0
0
ｍ
と

2
0
0
ｍ
の
2
冠
を
達
成
し
た
、
次
世

代
を
担
う
期
待
の
ア
ス
リ
ー
ト
だ
。「
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
見

守
ら
れ
て
楽
し
く
参
加
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
リ
レ
ー
走
者
で
の
参
加
で
し
た

が
、
次
は
選
手
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
た
い
で
す
」
と
将
来
へ
の
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー 

点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー

　
小
学
１
年
生
で
自
身
の
運
命
を
変
え

る
「
レ
ス
リ
ン
グ
」
に
巡
り
合
っ
た
１

人
の
少
女
。
レ
ス
リ
ン
グ
を
し
て
い
た

父
と
姉
の
影
響
を
受
け
競
技
を
始
め
る

と
瞬
く
間
に
上
達
し
、
全
国
大
会
で
優

勝
を
重
ね
、
次
第
に
注
目
を
集
め
始
め

た
。
こ
の
頃
か
ら
周
囲
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
る
」
と
宣
言
し
て

い
た
こ
の
少
女
こ
そ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
須
﨑
優
衣
選
手
だ
。

　
中
学
２
年
生
の
と
き
に
J
O
C
エ

リ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
校
。
国
内
外

の
大
会
で
全
勝
し
、
中
学
生
で
唯
一
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
選
手
に
選
出
さ

れ
た
。
高
校
生
に
な
っ
て
も
そ
の
快
進

撃
は
止
ま
ら
ず
、
大
学
進
学
後
も
数
多

く
の
大
会
を
制
し
て
き
た
。

　
2
0
1
7
、
2
0
1
8
年
の
世
界
選

手
権
で
連
覇
し
た
彼
女
だ
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
考
が
か
か
る
２
０
１
９
年
の

須﨑  優衣 選手
東京オリンピック レスリング女子50㎏級  金メダリスト

レスリング女子フリースタイル76kg級

皆川 博恵 選手
みながわ ひろえ ／ 松戸市在住

W I N N I N G  C O M M E N T

松
戸
市
ゆ
か
り
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手

世
界
選
手
権
で
は
国
内
選
考
会
で
敗
退
。

「
人
生
の
一
番
の
ど
ん
底
に
落
ち
た
」
と

当
時
を
振
り
返
っ
た
彼
女
は
言
う
。

　
一
時
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
の
道

が
途
絶
え
か
け
た
が
、
２
０
１
９
年
、

世
界
選
手
権
で
女
子
50
㎏
級
の
日
本
勢

が
メ
ダ
ル
を
逃
し
、
代
表
争
い
は
振
り

出
し
へ
。
同
年
12
月
の
全
日
本
選
手
権

で
優
勝
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ジ

ア
予
選
の
出
場
権
を
獲
得
。
こ
の
予
選

に
お
い
て
、
4
戦
全
勝
で
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
を
勝
ち
取
っ
た
の
だ
。

　
開
会
式
で
は
日
本
選
手
団
の
旗
手
を

務
め
、
試
合
で
は
全
４
試
合
で
無
失
点

の
テ
ク
ニ
カ
ル
フ
ォ
ー
ル
勝
ち
を
収
め

た
。
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け
、
見

事
に
有
言
実
行
を
果
た
し
、
多
く
の
感

動
を
届
け
て
く
れ
た
。

七草マラソンでの交流の様子（2019年：左）と事前キャンプでの集合写真（2021年：右）

聖火ランナーを務めたハッサン・ナワールさんと田中拓進（たなか たくしん）さん（右下）

本土寺での交流の様子（2018年：左）と事前キャンプでの練習風景（2021年：右）

すさき  ゆい ／ 1999年6月30日生まれ

松戸市出身（松戸市立六実第三小学校卒、松戸市立六実中学校出身）

JOCエリートアカデミー※修了

現在早稲田大学在学中

MATSUDO JOURNAL
MATSUDO CITY PICK UP INFORMATION

松戸市の気になる情報をお届け

　たくさんの応援ありがとうございました。

レスリングは地元千葉県の幕張メッセにて

試合が行われたので、緊張感も幾分和ら

ぎ、日頃の練習の成果が発揮できたので

はないかと思います。私の原点である松戸

レスリングでは、基礎をはじめ多くの事を学

びました。たくさんの方々に支えられて、金メ

ダルを獲得することができました。コロナ禍

での開催にご尽力頂いた皆様に感謝致し

ます。ありがとうございました。

竹守　彪 選手
卓球

男子シングルス（MS11）

松戸市内在住

（栗ケ沢中学校卒）

佐々木 康裕 選手
5人制サッカー

（ブラインドサッカー）男子

さ    さ   き    やすひろ か とう まさひこ は   が   まさゆき たけうち     のぞみ たかだ     ち  あきたけもり     たけしおおやま  こう じ

ファンタス千葉SSC

松戸ウォーリアーズ所属

加藤 昌彦 選手
シッティングバレーボール

男子

松戸市出身

（第五中学校卒）

竹内   望 選手
卓球

女子団体（WT9－10）

松戸市内在住

大山 晃司 選手
アーチェリー男子（W1）

松戸市出身

（牧野原小学校、専修大

学松戸中学・高校卒）

羽賀 理之 選手
車いすラグビー

男女混合

松戸市出身（第三中学校、専

修大学松戸高校卒）、2016年

市民栄誉賞受賞（リオパラリン

ピック銅メダリスト）

Romania Dominican Republic

おもてなしをありがとうございます。

松戸市に来ることができ、感謝しています。

松戸市の皆さんのおもてなし溢れる対応に

感謝を伝えたいです。このパンデミックが終わったら、

またお会いできれば嬉しいです。

　3位決定戦に進出し、レスリング女子

最重量級では北京五輪以来13年ぶり

のメダルを賭けて試合に臨んだ皆川選

手。惜しくもメダルには及ばなかったが、

大怪我を乗り越えての挑戦は多くの人

に勇気を与えてくれた。

陸上男子走高跳

戸邉 直人 選手
となべ なおと ／ 専修大学松戸高校卒

　予選を見事に突破し、日本選手として

はミュンヘン五輪以来49年ぶりの決勝

進出を果たした戸邉選手。惜しくも入

賞はならなかったが、松戸ゆかりの選手

が歴史に名を刻んだ。

提供 ／ 日本航空 ©クリナップ

（C）時事

（C）AFP=時事

※日本オリンピック委員会が有望選手にエリート教育を施す全寮制の育成事業

須﨑 優衣

※パラリンピックは9月5日まで開催。
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　徳川昭武が建てた戸定邸は、明治時代の徳川家の邸宅として唯一公開されている貴重な文化

財だ。最後の将軍・徳川慶喜の弟である昭武。1867年のパリ万博へ将軍の名代として派遣され、

海外メディアからは「プリンス・トクガワ」と呼ばれた人物である。29歳で隠居し戸定邸へ移り住み、

兄・慶喜や気の合う親族たちと趣味である写真や狩猟などを楽しんだ。

　棟ごとに使い分けられ、建物と庭が一体となるよう設計されている戸定邸。国指定名勝の旧徳川昭

武庭園は、西洋文化を体験した昭武ならではの感性が反映され、洋風技法が取り入れられている。

各部屋からの眺めも考えられており、表座敷棟や東屋庭園からは江戸川や富士山を望むことができる。

　かつて徳川昭武が過ごした戸定邸。彼が愛したこの空間と雰囲気を肌で感じたい。

　7月3日が徳川昭武の命日（没後111年）であることから、大河ドラマ『青

天を衝け』で徳川昭武を演じる板垣李光人さんの戸定邸訪問が実現。

板垣さんが訪れた7月5日は、戸定邸が国の重要文化財に指定された日

（2006年7月5日）でもある。

　戸定歴史館に展示されている昭武が着用した陣羽織（複製）を鑑賞

後、戸定邸で実際に袖を通し、兄・徳川慶喜をイメージした甲冑と並んで

記念撮影。時代と姿を変えて兄弟の対面が実現した。

国指定重要文化財

戸定歴史館

戸定邸 （とじょうてい）
戸定邸で徳川昭武が過ごした空間・雰囲気を感じる

とく がわ あき たけ

﹇
め
い
し
ょ
う
・
さ
ん
ぽ
﹈

俳優の板垣李光人さんが戸定邸を訪問

板垣  李光人 （いたがき りひと）

2002年1月28日生まれ。山梨県出身。11歳で俳優デビューし、ドラマ『仮面ライダージオウ』映画『約束

のネバーランド』で話題に。大河ドラマは、2015年放送の『花燃ゆ』に続き『青天を衝け』で2度目の出演。

［開館時間］

9時30分～17時（入館は16時30分まで）

［休館日］

月曜（祝・休日の場合は開館し、翌平日休館）

［入館料］

共通券一般320円など

個別券一般250円（戸定邸)、150円（歴史館）など

［お問い合わせ］

　 047-362-2050

［住所］

〒271-0092

千葉県松戸市松戸714番地の1

昭武が好んで座っていた表座敷の縁側に腰掛ける板垣さん
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